大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進
事業実施要領

（目的）
第１条　大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業（以下「事業」という。）は、大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業実施要領に基づき、大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議（以下「推進会議」という。）の会員が行うニューマーケット進出事業やニッチトップ創出事業に対し、その経費を助成することにより、会員が強みを再確認し、その競争力が一層強化されることで、ひいては地域の雇用と経済の拡大に寄与することを目的として実施する。

（事業の内容）
第２条　事業の内容、審査基準等は別表に掲げるとおりとする。

（事業実施計画の作成及び認定）
[bookmark: _GoBack]第３条　事業を行う会員（以下「申請者」という。）は、事業申請書（第１号様式）及び直近の事業年度の決算書類を添付し、別に定める応募要領の期日までに推進会議の会長（以下「会長」という。）に対して認定の申請を行うものとする。
２　大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議設置規程第１９条第１項に規定する審査会により事業内容を審査のうえ、その結果を審査結果通知書（第２号様式）により通知するものとする。

（応募申請資格）
第４条　応募申請ができる会員は、次の条件をすべて満たさなければならない。
（１）　大分県ＬＳＩクラスター会員であること。
（２）　事業は、主に大分県内の事業所で行われること。
（３）　事業は、主に大分県内の事業所で事業化予定であること。

（事業の運営）
第５条　申請者は、事業目標の達成のため、効果的な事業執行に努めなければならない。

（事業の指導）
第６条　会長は、事業の円滑かつ効果的な推進を図るため、申請者を指導できるものとする。

（助成措置）
第７条　会長は、予算の範囲内において、申請者に対して事業に要する経費の一部を助成するもとする。

（申請者の責任）
第８条　申請者は、申請する事業の実施及び経理の執行に一切の責任を持ち、仮に中止した場合でも、すべての精算が終了するまでは、責任を持って対処すること。

（実績報告）
第９条　申請者は、事業が終了したときは、補助金交付要綱第９条に基づき会長に補助事業実績報告書を提出するものとする。

（成果の発表）
第10条　会長は、事業の成果について必要があると認める時は、申請者に発表させることができる。

（その他）
第11条　この要領に定めるもののほか、事業の実施について必要な事項は、会長が別に定めるものとする。

附則　この要領は平成３０年４月１日から施行する。

別表　
	事業の内容
	審査科目
	補助率

	ニューマーケット
進出事業
	半導体分野等で培った自社の強みをいかして、自社にとって新分野（既存の主な事業ではない分野）への試作を伴う開発事業
	1 事業の先進性　５０点
2 事業の自社の強みとの整合性　３０点
3 実現性　２０点
4 その他の加点項目などを考慮して選定する
	２／３以下

	ニッチトップ
創出事業
	半導体分野等で培った自社の強みを更に高めるための、試作を伴う開発事業


	1 競争力強化への寄与度　５０点
2 経済効果　３０点
3 実現性　２０点
4 その他の加点項目などを考慮して選定する
	１／２以下



※その他の加点項目：ワーク・ライフ・バランス充実の観点から以下の企業に対し加点する。
大分ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰を受賞している。
くるみん認定かプラチナくるみん認定を受けている（申請中を含む）。
しごと子育てサポート企業の認定を受けている（申請中を含む）。

（第１号様式）

大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業申請書

平成　　年　　月　　日
大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議　会長　森　重哉　　殿

住　　　　所　大分市高江西１丁目3461-10
名　　　　称　ＬＳＩ株式会社
代表者の氏名　蔵洲　太郎　　　　　　　印
連絡先担当者　京成　推子
電話番号　　　097-596-7179
E-mail　　　　oita-lsi@columbus.or.jp

大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議のグローバルニッチトップ推進事業を実施したいので、大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議グローバルニッチトップ推進事業実施要領第３条第１項の規定に基づき、下記の計画を申請します。

事業計画

１　概要
（1） 種別
1． ニューマーケット進出事業
2． ニッチトップ創出事業

（2） 事業名
生産ラインの異常検出・停止を行うＩｏＴキットの開発

（3） 事業費及び補助金申請額
　○ニューマーケット創出事業は補助率２／３、上限２，０００千円
　○ニッチトップ創出事業は補助率１／２、上限４，０００千円
事業費１，５００千円　×　２／３　＝　補助額１，０００千円

２　事業内容
（１）申請事業の内容
	（事業の実施背景（これまでの経緯））
　○直近の分野別売上構成比を記載
	事業分野
	売上高
	売上高構成比

	半導体製造装置改造事業
	１億円
	２０％

	自動機事業
	４億円
	８０％

	
	
	

	
	
	


○自社の市場におけるポジショニングを記載
当社は半導体製造装置改造などで培った、電子制御装置の開発・製造力をもとに、近年は金属や樹脂などの部品製造工程の一部の自動機を受託し、売上を伸ばしている。
九州では単独の自動機製造メーカーとして３番手に位置している。

（自社の強み）
○強みを定量的に記載
　顧客のオーダーに迅速かつ低コストで対応できる、自動機の開発～製造までの生産一貫体制。樹脂部品製造工程の自動機の設置期間を業界平均より２５％程度短く、１５％安く対応できることから、自動機の受注額は対前年比１００％で成長している。また、自動機製造の中で培った、制御システムの開発力も取引先から高く評価されている。

（事業内容）
＜現状＞
　○事業対象の現状を記載
　現在、当社の自動機が多く使われている樹脂部品製造ラインは、新旧様々な自動機の混成のため、異常検出を一つのシステムで管理することができない。管理者は設備が稼働している間は、１時間に１回、１５分程度、現場まで行って自動機の状態を定期的にチェックする必要がある。

＜今回の事業で実現したい状態＞
　○事業により実現される状態を記載
　管理者が現場に行かずに、自動機の状態をチェックすることができる。

＜取り組む課題＞
　○実現したい状態と現状のギャップを記載
　自動機の状態を遠隔モニタリングできるシステムの不足。

＜事業の目標＞
　○今回の事業で達成する目標を記載
　来年の２月までに管理者のデスクPCにて、工場内全自動機に表示される全ての数値をリアルタイムに表示及び記録できるシステムの開発。

＜課題解決手段（事業内容）＞
　ラインの自動機の計器部分にカメラを設置し、数値部分を画像認識するソフトにより数値を自動的に読み取り自動機毎のデータを生成する。そのデータは、エクセルに表示させ、管理者がリアルタイムにチェックできるようにするシステムを開発する。
説明図













＜効果（お客様にとっての嬉しさ）＞
　○定量的に記載
　管理者の現場確認時間が１回あたり１０分程度短縮されることにより、８０分／日／人の省力化が図られる。それにより、対象としている工場では、現在６人いる管理者を５人とすることができる。

＜スケジュール＞
	
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	１０月
	１１月
	１２月
	１月
	２月
	３月

	事業開始
	
	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	仕様検討
	
	
	○
	○
	○
	
	
	
	
	
	
	

	試作機製作
	
	
	
	
	
	○
	○
	
	
	
	
	

	評価
	
	
	
	
	
	
	
	○
	○
	○
	
	

	事業完了
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	○
	



（ビジネスモデルと事業化目標）
○今回の試作を事業化した場合のビジネスモデルを記載
○１～５年後の売上目標等を記載
○ニッチトップ創出事業の場合はマーケットシェアも記載
カメラとソフトのセットを３００万円程度で販売。主要顧客は当社自動機の購入先１００社。

（千円）
	項目
	2019年
	2020年
	2021年
	2022年
	2023年

	売上（増加分）
	3,000(1台)
	30,300(10台＋維持費)
	39,300(12台＋維持費)
	42,900（12台＋維持費）
	46,500（12台＋維持費）

	収益（増加分）
	0
	3,300
	6,900
	10,500
	14,100

	シェア
	
	
	
	
	


○算出根拠を記載
・システム導入費3,000千円、ソフト更新費300千円／年で販売

（事業が有する先進性）
○事業の先進性の類型（※事業の対象となる類型全てに丸印を付ける）
１　開発又は生産する商品の先進性
２　開発又は提供する役務の先進性
３　商品の生産又は販売の方式の先進性
４　役務の提供の方式の先進性

○事業の先進性に関する内容 及び 同業他社が存在する場合には同業他社との相違点
　ＩｏＴ導入による生産性向上は昨今のトレンドであり、当社以外にも大手から中小まで多くの事業者が類似商品を販売している。しかし、多くの商品が中小企業にとって高額で汎用性の低いため、導入が進んでいない。
当社の強みは、開発から生産までの生産一貫体制であり、これまで多くの自動機を導入してきた実績から、顧客のライン構成情報も保有しており、商品仕様を顧客の要望に応じて最適化することにより、大手の１／５程度の低コストで導入できる。中小企業にとって、当社の価格設定であれば、採用が進むものと考える。
また、測定データを当社のデータサーバーに蓄積していくことにより将来的にはビッグデータに基づくコンサルティングも視野に入れ事業展開を行う。



（２）事業を共同して行おうとする者がある場合は、当該事業者の名称及び住所並びにその代表者の氏名並びに当該事業者の役割
	
	①名称、②住所、③代表者名
	④役割

	１
	別府樹脂株式会社
別府市北浜
別府　他和子
	樹脂部品製造ラインを用いてＩｏＴキットの性能・操作性・信頼性評価

	２
	
	



（３）事業を行う主な実施場所
	ＬＳＩ株式会社　大分事業所　大分市高江西１丁目3461-10



（４）事業の実施時期
２０１９年５月１４日　　～　　２０２０年２月２２日

（５）事業の実施体制
	事業開発部　主任２名で構成するチームを作り、部長直轄体制で管理する。



（６）補助金の交付を受けた実績及び併願検討状況（過去５年間）
○補助金の交付を受けた実績（この事業に関連して過去に交付を受けた実績）
１．　有
２．　無
○他の補助金の検討状況（この事業に関連して申請中又は申請予定）
　１．　有
　２．　無
○補助金名
	・ＬＳＩクラスター研究開発補助（H26年度）



３　添付書類
□直近の決算書類（損益計算書・貸借対照表）



４　申請額内訳

                                                                                             （単位：円）

	経費区分
	補助事業に要
する経費
	補助対象経費　(消費税抜き)
	積算内訳
	備　考

	謝金
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	

	原材料費
	
	
	
	

	構築物費
	
	
	
	

	機械装置・　工具器具費

	
	
	
	

	外注加工費
	
	
	
	

	委託費
	
	
	
	

	共同研究費　
	
	
	
	

	技術指導　受入費

	
	
	
	

	その他の　経費
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	



注）委託する場合には、備考欄に委託先名を記名すること。
補助対象経費は消費税抜きで記載のこと。ただし大学等との共同研究費については、消費税を含むこともあるので事務局へ確認のうえ記入する。

５　収支予算

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　（単位：円）

	区　　　分
	予算額
	備　　　考

	
	
	

	合　　　計
	
	




　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　（単位：円）
	区　　　分
	予算額
	備　　　考

	
	
	

	合　　　計
	
	




第２号様式   　

平成　　年度大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業審査結果通知書

ＬＳＩ第 　　 　　号 
平成　　年　　 月　　日


殿


大分県ＬＳＩクラスター形成推進会議
会長　　　　　　　　　　　　　　印


　平成　　年　　月　　日付けで認定申請のあった平成　　年度大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業について、大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業実施要領第３条第２項の規定により下記のとおり審査結果を通知します。

記

１　会員名

２　事業名

３　審査結果：採択　不採択　再審査（該当しないものを削除する）

・補助金額（内示額）　　　　　円（採択以外の場合は削除する）

・大分県ＬＳＩクラスターグローバルニッチトップ推進事業費補助金交付申請書を平成　年　月　日までに提出してください。（同上）

４　審査結果の理由（採択の場合は「審査員コメント」と書き換える）
